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代表取締役社長

竹原 教博

インフォコムグループは、より存在感のある企業グループへの進化を目指し
中期経営計画（2013年3月期～2017年3月期）を推進しています。 中期経営計画を達成すべく、成長加速に向けた継続的な投資を行っていきます。

2014年3月期 2015年3月期（計画）

設備投資
　ソーシャルゲーム
　デジタルコンテンツ管理システム
　ヘルスケア看護勤務管理システム
　ヘルスケア放射線システム
　ヘルスケア診療情報管理システム
　GRANDIT開発
研究開発投資
　新技術開発（全社研究）
　その他

設備投資
　電子書籍サービス強化
　新ゲーム開発
　放射線情報システム機能強化
　病院向け新サービス開発
　GRANDIT新機能開発
　データセンターサービス基盤強化
研究開発投資
　新技術開発（全社研究）
　その他

中期経営計画基本方針 業績目標と進捗状況

ネットビジネス
セグメント
一般消費者

向け

ITサービス
セグメント
医療・企業・
公共機関向け

B to B B to C

ヘルスケア ネットビジネス

GRANDIT

中期経営計画 ・進化 投資実績と投資計画
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今後はテレビCMなどを活用し新たな顧客層を開拓し
ます。
　へルスケア事業は成長の方向性が定まり、主軸の病
院向けシステムに加えて製薬企業向けや健康に関する
事業領域のシステムやサービスの拡充を進めています。
　GRANDIT事業では、統合基幹業務パッケージ

「GRANDIT」のプラットフォーム戦略を推進し、利益
ある成長の路線に乗りました。
　また、海外展開としては、アジア市場向けには電子
書籍やゲームなどの流通を開始し、北米市場では新
たな拠点を設置し製品販売を開始したほか、新事業
の探索を進めています。
　構造改革の点では、ネットビジネス事業の分社化
や、eコマース事業2社の統合、不採算ビジネスの整
理などを実施しました。
　事業基盤の整備では業績を重視した処遇制度の導
入や、組織の壁を越えて一つの技術などについて議
論し合うワークスタイルの変革などを実施しました。
　これらの取り組みの成果が着実に現れてきています。

　インフォコムグループは“進化”を続けています。
株主のみなさまにおかれましては今後もご支援をお願
いいたします。

　2014年３月期の決算は３期連続で過去最高の売上
高と営業利益を上げることができました。営業利益は
６期連続の増益です。
　セグメント別では、医療・企業・公共機関向け事業
のＩＴサービス・セグメントは、ヘルスケア事業が業容
を拡大したことで増収となりました。また、継続的な
品質管理の強化や不採算事業の譲渡などの構造改革
により増益となりました。
　一般消費者向けのネットビジネス・セグメントは電
子書籍の売上が100億円を突破し増収に大きく寄与し
ました。eコマースの構造改革やゲームへの資源投入、
海外展開に向けた投資を継続していますが、電子書
籍の増益により吸収しほぼ前期並みの営業利益となり
ました。
　事業基盤の整備とともに成長を加速するための投
資を継続しています。
　その結果、連結売上高391.3億円、連結営業利益
36.7億円となりました。

　今まで実施してきた事業基盤の整備、構造改革と
継続的投資の成果が発現し始める時期と考えており、
4期連続の増収・増益を予想しています。
　ITサービス・セグメントではヘルスケア事業のシス
テム開発やGRANDIT（グランディット）事業の新機
能開発など成長に向けた投資を継続し、事業拡大を
図ります。
　ネットビジネス・セグメントは電子書籍のサービス
強化やゲームの開発を進め、電子書籍を主軸に事業
を拡大します。
　その結果、連結業績は売上高430億円、営業利益
40億円、経常利益40億円、当期純利益23億円と予
想しています。なお、配当については17.5円から１円
増配の18.5円を予想しています。

　事業成長の分野では、ネットビジネス事業の電子書
籍の売上が100億円を超える規模に成長し、次のス
テージを狙えるポジションに来たと考えているため、

3期連続で売上高、営業利益は過去最高を更新しました。投資の成果が着々と発現しています。

ネットビジネス、ヘルスケア、GRANDITの重点3事業を
推進し、目標達成を目指す。

売上高 430.0億円
（前期比9.9% ） 営業利益 40.0億円

（前期比8.8% ） 経常利益 40.0億円
（前期比8.5% ） 当期純利益 23.0億円

（前期比12.6% ）

●2015年3月期の連結業績予想

●主な内容 ●主な内容

●セグメント構成と重点3事業

1  環境変化へのスピーディな対応による“進化”
2  重点事業領域の業容拡大に向けた“進化”
3  “進化”を支える事業基盤の継続的強化

トップメッセージ  Top Message

2014年３月期の業績と振り返りを
お願いします。Q1 2015年3月期の

業績予想はどのように考えていますか？Q2

中期経営計画が3年目となりました。
進捗を教えてください。Q3

■ 設備投資（億円）
■ 研究開発投資（億円）

■ 連結売上高（億円）
● 連結営業利益（億円）

※それぞれ資本投資分は含んでおりません。
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・ヘルスケア事業の業容拡大により増収

・電子書籍が牽引し増収
連結売上高 137.2億円 (前期比10.3％  )

連結売上高 254.1億円 (前期比1.9％  )

ITサービス・セグメント（医療・企業・公共機関向け分野）

ネットビジネス・セグメント（一般消費者向け分野）

重点事業領域の今後の取り組みについて

GRANDIT

ヘルスケア

・eコマースの構造改革コスト、ゲームへの
資源投入、海外展開に向けた投資を継続するが、
電子書籍の増益が吸収し前期並みに着地

連結営業利益 5.9億円 (前期比2.2％  )

連結売上高（億円） 連結営業利益（億円）

・重点事業への先行投資を実施するが、品質管理
の継続的強化や不採算事業の譲渡など事業構造
改革が奏功し増益

連結営業利益 30.7億円 (前期比6.8％  )

連結売上高（億円） 連結営業利益（億円）

重点事業領域の今後の取り組みについて
ネットビジネス

セグメント別の概況  Segment Overview

連携ソフトウェアと開発／販売パートナーの拡充を継続

新たな顧客層の開拓を目的にTVコマーシャルやそれに連動する
広告を実施

主軸の病院向け事業の強化のほか、推進事業の拡充と新事業の
展開を進め、更なる業容拡大を図る

2013年
3月期

249.3

2014年
3月期

254.1

2013年
3月期

2014年
3月期

28.7
30.7

2013年
3月期

124.4

2014年
3月期

137.2

2013年
3月期

2014年
3月期

6.1 5.9

●電子書籍配信サービス  顧客開拓策

●事業領域別売上高と個別事業の属性

インターネット利用頻度

■病院向け事業売上高　■製薬向け事業売上高　■健康系等その他売上高

売上高

これまで 2014年3月期 2015年3月期 2016年3月期以降

■既存事業　■推進事業　■新事業

低 ●  ●  ●  ● 高

TVコマーシャル

リアル書店コラボ

YouTubeやファンページ等
ソーシャル・ネットワーク

全国民

術中映像配信
看護教育

データサイエンス
創薬

放射線部門
病歴部門

経営管理部門
薬剤部門

AJS㈱から
放射線事業譲受

健保組合
製薬営業

問診票管理
勤務管理

画像伝送
手術部門
看護部門 医療用ベッドの

情報HUB化
中小規模向けRIS

ナースコール

脳神経外科

メンタル

調剤薬局 介護
健診重症化予防

申請

リハビリ／透析

モバイル
ユーザー

一般書籍
嗜好層

Web広告

サブカルチャー系
嗜好層

これまでの広告
リーチ範囲

これからの広告
リーチ範囲

中程度インターネット
利用ユーザー
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G RANDIT事業では、企業のグローバル化の進展や顧客ニーズの多様化に
伴い、グループ企業や海外拠点まで含めた管理が可能なGRANDIT多言

語版「GRANDIT ver2.1」の販売を開始しました。

完全Web-ERP GRANDITの多言語対応版
「GRANDIT ver2.1」を販売開始

ヘルスケア事業では看護部門向けITソリューションの展開として、多様化す
る看護部門の勤務を管理するシステム「CWS看護勤務管理システム」

の販売を開始しました。診療報酬の改定や法改正など多様化する勤務形態に対
応可能な、日本看護協会の勤務ガイドラインに準拠したシステムです。

病院内の新たな部門への展開
「CWS看護勤務管理システム」を販売開始

2013年10月、M＆Aによる事業規模の拡大、権限委譲による事業推進力
強化と意思決定のスピードアップを目的に、ネットビジネス事業を分社化し

「株式会社アムタス」を設立しました。

ネットビジネス事業を担う株式会社アムタスを設立

2013年10月に分社化した株式会社アムタスが運営する電子書籍配信
サービス（サイト名：「めちゃコミック」、「ekubostore（エクボストア）」）

の通期売上高が100億円を突破しました。

電子書籍配信サービスの売上高が100億円を突破

トピックス  Topics

グループ会社のシックス・アパート株式会社は2014年4月1日付で本社機能
を東京からニューヨークに移し、米国を中心にCMSプラットフォーム

「Movable Type(ムーバブル　タイプ)」事業の海外展開を加速させるほか、
米国における新規事業の開発・発掘などについても、Infocom America社を
はじめとするインフォコムグループ各社と連携していきます。

シックス・アパート株式会社が
本社機能の海外移転により海外展開を加速
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●売上高（億円） ●営業利益（億円） ●経常利益（億円） ●当期純利益（億円）

前期比
4.7%増

前期比
5.0%増

前期比
5.7%増

前期比
1.8%減

2013年3月期 2014年3月期

●連結貸借対照表の概要（億円）

2013年3月期 2014年3月期

2013年3月期 2014年3月期

●連結キャッシュ・フロー計算書の概要（億円）

●株主還元

期末残高
POINT❸

営業活動により獲得した資金
23.5億円を、成長に向けた投
資に10.3億円、配当金の支払
いや自己株式の取得など主に
株主還元として8.9億円使用し
た結果、連結ベースの現金及
び現金同等物は前期末と比較
して4.6億円増加しました。

自己資本比率
POINT❷

純資産の増加により、前期末と
比較して1.1ポイント上昇し、
68.7％となりました。

純資産
POINT❶

利益剰余金の増加などにより、
14.8億円増加し、193.6億円
となりました。

記念配当

■1株あたり年間配当金（円）  ●配当性向（%） 当期においても、資本効率の向上を通じた株主のみなさまへの利
益還元、ならびに機動的な資本戦略の遂行に備えて、自己株式の
取得を実施しました。

●自己株式の取得●1株あたり年間配当金／配当性向

インフォコムグループは、株主価値を高める上で安定的な利益還元を重要な経営課題と考えています。資金需要のバランスを考慮の上、
財務体質の強化と事業拡大に必要な内部留保の充実を図るとともに、安定的な配当を行う方針です。

※2013年3月期以前の配当金および自己株式取得数につきましては、株式分割に伴う影響を加味した遡及修正値を使用しています。

連結決算ハイライト  Consolidated Financial Highlights

2013年3月期 2014年3月期
取得株式数（株） 600,000 300,000

取得総額（百万円） 288 276

総配分性向（%） 36.0 37.1

流動資産
194.3

固定資産
67.7

資産合計
262.1

流動資産
211.8

固定資産
66.1

資産合計
278.0
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●IRインフォメーション

株主名 持株数（百株） 持株比率（%）
帝人株式会社 158,800 55.13

自己株式 14,600 5.06

インフォコムグループ従業員持株会 9,245 3.21

日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社 4,184 1.45
ドイチェ バンク アーゲー ロンドン ピービー
ノントリティー クライアンツ 613 2,992 1.03

メロン バンク トリーティー クライアンツ オムニバス 2,779 0.96

チェース マンハッタン バンク ジーティーエス　
クライアンツ アカウント エスクロウ 2,558 0.88

資産管理サービス信託銀行株式会社 2,507 0.87

個人株主 1,870 0.64
バンク オブ ニューヨーク ジーシーエム クライアント
アカウンツ イー ビーデイー 1,865 0.64

メロン バンク エヌエー アズ エージェント フォー イッツ
クライアント メロン オムニバス ユーエス ペンション 1,823 0.63

大株主の状況

上場市場（銘柄コード） 東京証券取引所JASDAQスタンダード（4348）
発行可能株式総数 115,200,000株
発行済株式総数 28,800,000株
株主数 4,968名
事業年度 4月1日から翌年3月31日まで
定時株主総会 毎年6月開催
基準日 定時株主総会：3月末日

期末配当金：3月末日
売買単位 100株
株主名簿管理人
特別口座 口座管理機関 三菱UFJ信託銀行株式会社
同事務取扱場所 三菱UFJ信託銀行株式会社  証券代行部

東京都江東区東砂七丁目10番11号
0120-232-711（通話料無料）

公告の方法
電子公告として当社ホームページに掲載いたします。ただし、事故その他やむを得ない事由に
より電子公告ができない場合は、日本経済新聞に掲載する方法により行います。
公告掲載URL：http://www.infocom.co.jp/

株式情報
商号

代表者
設立
本社所在地
主要拠点

決算期
資本金
社員数
グループ会社

インフォコム株式会社
（INFOCOM CORPORATION）
代表取締役社長 CEO　竹原　教博
1983年2月
東京都渋谷区神宮前2-34-17
東京都渋谷区、大阪府大阪市、
神奈川県横浜市、福岡県福岡市
3月末日
15億90百万円
654名（単体） 1,285名（連結）
国内10社、海外3社

会社概要  

役 員（2014年6月13日現在）

代表取締役社長 竹原　教博
取締役 里見　俊弘
取締役 大垣　喜久雄
取締役 西川　修
取締役※ 津田　和彦
常勤監査役※ 相原　洋介
常勤監査役 堀　克明
監査役※ 谷田部　俊明

※印の役員は社外役員です。

株式の所有者別状況

外国法人等 10.2％

証券会社等 3.4％

個人その他 24.2％

自己株式 5.0％

国内法人 57.2％

インフォコムグループの情報
は、以下のインフォコムホーム
ページよりご提供しています。
ぜひご覧ください。

インフォコムホームページ
http://www.infocom.co.jp/

インフォコム
Facebook公式ページ
https://www.facebook.com/
InfocomCorporation

インフォコム 検索

ホームページとFacebook公式ページのご案内 ●今後のIRスケジュール（予定）
インフォコムでは迅速かつ正確な情報開示を
心がけ、以下予定のほか個人投資家向け会
社説明会など、株主・投資家のみなさまに
向けたさまざまな活動を行っています。

2014年

7月末頃 ・2015年3月期第1四半期決算発表

10月末頃 ・2015年3月期第2四半期決算発表

11月末頃 ・次回「株主のみなさまへ」ご送付 
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インフォコム株式会社

株主のみなさまへ

http://www.infocom.co.jp/

2014年3月期
2013年4月1日 2014年3月31日

証券コード：4348

さて、私は誰でしょう…

答えは裏表紙に

インフォコム株式会社　広報・IR室
〒150-0001　東京都渋谷区神宮前2-34-17　住友不動産原宿ビル
TEL ： 03-6866-3000（代）　FAX ： 03-6866-3900　E-mail ： pr@infocom.co.jp
※当資料に記載された予想に関する情報は、2012年2月6日発表の中期経営計画、2014年4月24日発表の平成26年

３月期決算短信及び2014年３月期決算説明会資料に基づくものであり、記載された将来の計画数値や施策の実現を
確約したり、保証するものではありません。

※当資料に記載された会社名及び製品名等は該当する各社の登録商標又は出願中の商標です。
※当資料に掲載される情報、記事、写真等の無断複写、転載を禁止します。

お問い合わせ

この報告書は、適切に管理された森林から生まれたFSC®認証紙、植物油インキおよび
有害な廃液の出ない水なし印刷で印刷しています。

インフォコムグループのアムタスが
「めちゃコミック」のテレビＣＭを開始しました。

2014年5月に「めちゃコミック」のテレビCMを開始しました。
今回株主通信の表紙の中央を飾ったフレンチブルドッグはCMに登場した
キャラクターで「めちゃ犬（めちゃいぬ）」の愛称で呼ばれています。
ＣＭはめちゃコミックYouTubeチャンネルでご覧いただけます。 上記QRコードからも

ご覧いただけます。

個人投資家向け会社説明会に
参加しました。
2013年11月29日、2014年3月29日に個人投資家向け会社説明会に
参加しました。
当日は事業内容や成長戦略などについてご説明いたしました。
今後も、個人投資家のみなさまとのコミュニケーションの機会を大切に
した活動を行ってまいります。

岩沼「みんなの家」を中心に、
震災被災地の復興支援活動に取り組んでいます。
岩沼「みんなの家」は東日本大震災の被災地の農業復興支援活動と、その復興支援継続
のための事業を創出していく拠点の場として2013年7月に竣工しました。2014年3月に
は、サッカー日本代表の内田篤人選手が所属するドイツの名門サッカークラブ「FCシャル
ケ04」のコーチ陣が来日し、東北の復興支援活動として岩沼市で「ジュニアサッカーキ
ャンプ」を開催しました。
当社は、５人制壁有りサッカーの普及と環境整備に努めている一般社団法人ハーレンフー
スバルジャパン（東京都文京区 代表理事 中嶋 譲）の協力を得て、同キャンプの開催・
運営を支援しました。
今後も地域のみなさまとの交流を深め、協同して地域の活動に取り組むとともに、ＩＴを
活用した継続的な復興支援を進めます。

説明会ご来場者に感想を伺いました。みなさまありがとうございました。

大変すばらしい投資魅力をもてました。
今回初めて社名を知った次第です。

ささやかな株主ですが、社長のお話を
聴けて良かったです。

ヘルスケアが伸びると思います。

意欲的な会社。イメージは地味かも
しれませんが株式を買いたい。

ヘルスケア事業、医療へ役立つ大いなる
発展を望みます。

重点3事業のバランスよい経営。
設立したインフォミュートスに期待します。

当日の様子はこちらからご覧いただけます▶▶http://www.infocom.co.jp/ir/data/investor.html
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